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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ＡＤＨＤ児に対する絵本の読み聞かせで絵本の選択の効果を検討したものであ
る。実験では、発達年齢で２歳台から５歳台のＡＤＨＤ児を用い、集団での読み聞かせ場面をビデオ録画した。そして
、子どもの視点、発話、動作の詳細な分析にもとづいて、読み聞かせ中の注意機能を調べた。
　その結果、一場面で１つのエピソードが完結する絵本は、連続場面で物語が構成される絵本よりも注意を集中しやす
いとは必ずしも言えないこと。次に、１回目の読み聞かせで注意を集中させることができなくても、再度同じ絵本を読
み聞かすことで、注意できるようになること。さらに、絵本におけるオノマトペの効果は４つあること、が明らかにな
った。

研究成果の概要（英文）： This study investigated the effect of books on picture-book reading for the child
ren with ADHD. In experiments, children with ADHD whose developmental age ranged from 2 years old to 5 yea
rs old were used, and scenes of storytelling for group were recorded. And then,based on detailed analyses 
of children's visual point, utterance, and movement, the function of attention during storytelling was exa
mined. 
 The results were as follows. At first, it can't be always necessary to say that children more easily pay 
attention to a picture book in which one scene consisted of an episode than that of a story which is const
ructed in consecutive scenes. Second, though the child who can't pay attention to storytelling at first ti
me, the child can pay attention by reading the same book once again. Moreover,it was clarified that there 
were four effects of onomatopoeia in picture-book.
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１．研究開始当初の背景 
今日、保育園や幼稚園においては、絵本の

読み聞かせは重要な実践になっている。しか
し、多くの子どもを集めた集団場面での読み
聞かせ過程を検討した研究は必ずしも多く
なかった。また、それにも増してＡＤＨＤ児
（注意欠陥・多動性障害児）を対象とした研
究は極めて少なかったと言える。 
ＡＤＨＤの特徴をもつ子どもは絵本に注

意を集中させて聞くことができず、長年読み
聞かせを実践している教師でもどのように
対処してよいか悩むことも多かった。彼らを
対象とした読み聞かせを実現することは、実
践的には重要な課題であったにもかかわら
ず、研究の課題として取り組まれることがほ
とんどなかったと言える。 
しかし、ＡＤＨＤを含めて発達障害の有無

にかかわらず、幼児期に絵本の読み聞かせを
楽しめることは、小学校に入学してから生活
や学習にしっかりと定位していくうえで非
常に重要なものである。なぜならば、幼児期
に人の話を「注意して聞ける」ことは非常に
重要であるし、注意の持続において困難をか
かえるＡＤＨＤ児には特に重要な発達課題
であることが分かっているからである。 
筆者らは、このような背景をもとに、平成

18 年度から平成 20 年度にかけて科学研究費
の補助を受けて「絵本の読み聞かせに関する
基礎研究とＡＤＨＤ児教育への応用」と題と
する研究を行い、多くの成果を得ることがで
きた。そのなかでも、今後明らかにしなけれ
ばならない課題として考えたことが絵本の
選択に関する問題であった。 
子どもが絵本の読み聞かせに集中できる

かどうかを決める要因には、読み手の側の要
因と聞き手の側の要因がある。従来の絵本の
読み聞かせに関する研究は、主にこの２つの
要因について検討することが中心であった。
しかし、絵本それ自体がもつ特性が読み聞か
せに及ぼす効果について実証的に検討する
ことは、ほとんどなかったと言える。例えば、
一場面で１つのエピソードが完結するよう
な絵本と、連続的な物語の展開で構成される
絵本の違いが子どもの物語理解に及ぼす効
果については、必ずしも十分に検討されたこ
とはなかった。また、絵本にはオノマトペを
用いた表現がしばしば認められるが、そのよ
うなオノマトペは、ＡＤＨＤ児の読み聞かせ
ではどのような効果を発揮するのか、といっ
た検討も必要である。さらに、絵と文の意味
的関連性の強さが絵本の読み聞かせに及ぼ
す効果について検討することも重要な課題
であると言える。 
 
２．研究の目的 
本研究は、集団を対象とした絵本の継続的

な読み聞かせ場面において、次の４点を明ら
かにすることを目的としている。 
 第１の目的は、一場面完結型の絵本か、物
語展開型の絵本かでどのような効果がＡＤ

ＨＤを対象とした絵本の読み聞かせであら
われるのかについて検討する。 
 第２の目的は、絵本のオノマトペ表現がＡ
ＤＨＤ児の読み聞かせでどのような効果を
発揮するのかについて検討する。 
 第３に、絵と文の意味的関連性の強さが絵
本の読み聞かせに及ぼす効果について検討
する。 
 第４に、絵本の選択に関する上記の検討

とあわせて、繰り返し絵本を読み聞かせるこ
との意味について検討する。この理由は、発
達障害児を対象とする場合は、注意機能の他
にもワーキング・メモリに弱さが考えられる
からである。 
 
３．研究の方法 
（１）調査対象 
聞き手はＡ通園教室に通うＡＤＨＤ児で

あり、発達年齢は２歳８か月から５歳８か月
の 11 名である。読み手は小学校で長い読み
聞かせ経験がある現職の教員が行った。Ａ通
園教室で計 23 回の読み聞かせを行った。 
読み聞かせに用いた主な絵本は、『たまご

のあかちゃん』、『あかちゃんあそぼ 2 あっ
ぷっぷ』『はじめてのぼうけん１ ぴょーん』、
『もこ もこ もこ』、『うずらちゃんのかくれ
んぼ』、『ないしょ ないしょ』、『三びきのや
ぎのがらがらどん』、『あかたろうの１・２・
３の３・４・５』、『おにがでた』、『きたきた 
うずまき』、『でんしゃにのって』、『ごろごろ
にゃーん』、である。 
読み手と聞き手の位置関係は、聞き手は絵

本の見える範囲で扇形に椅子に座り、読み手
は低い椅子（聞き手と同じ椅子）に座って読
み聞かせを行った。読み聞かせは、聞き手が
全員椅子に座った時点で始めた。 
読み聞かせの様子はビデオで録画した。分

析は時間見本法により聞き手に関する行動
指標に基づいて行った。タイムサンプリング
の時間単位は 15 秒毎である。15 秒単位で各
分析カテゴリーにおける行動指標の出現頻
度を集計するが、同一の行動指標が 15 秒内
に複数回出現しても「１」とカウントする。
また、同じ 15 秒内に異なる行動指標の反応
が出現した場合には各々の行動指標に該当
する反応が各１回出現したものとする。 
分析カテゴリーは、「視点」、「発話」、「動

作」の３項目である。また、各々の項目につ
いては具体的な行動指標を設けた。分析カテ
ゴリー「視点」、「発話」、「動作」の３項目に
属する行動指標は以下の通りである。 
まず、「視点」に関しては、読み聞かせの

過程で一人ひとりの子どもがどこを見てい
るのかを分析する。つまり、＜絵本や読み手
を見ている＞、＜他の子どもを見ている＞、
＜それ以外を見ている＞に該当する反応生
起率をとらえる。 
また、「発話」に関しては、＜絵本の内容

に関連した意見表出＞、＜絵本に関係のない
独り言＞、＜感情表出を伴う発声＞、＜友達



と絵本に関係することで話し合う＞、＜友達
と絵本に関係のないことで話し合う＞に該
当する反応生起率をとらえる。 
さらに「動作」に関しては、＜感情の身体

的表現＞、＜多動傾向を示す動作＞、＜対象
的操作を伴う動作＞、＜絵本の内容を理解し
た行動変化＞、＜絵本への関心を示す動作＞、
＜絵本への拒否や無関心を示す動作＞を区
別して生起率をとらえる。 
なお、分析期間は、表紙から裏表紙までの

間であり、この間に生起した行動指標の生起
率を算出する。 
これ以外の分析として、絵本の場面ごとに

聞き手の発話内容について検討した。これに
よって、子どもが絵本の内容をどの程度理解
しているのかを明らかにすることができる。
同様に、絵本の場面ごとの感情表出頻度とそ
の推移をとらえた。この分析によって、子ど
もが絵本のどの場面に感情の高まりがみら
れるのかを明らかにできる。 
 
４．研究成果 
（１）物語構成で異なる 2タイプの絵本 
本研究の第１の目的であった一場面完結

型の絵本とストーリーがある物語展開型の
絵本の比較では、一場面完結型の方が注意を
集中するとは必ずしも言えなかった。絵本に
楽しめる要素があれば一場面完結型の絵本
であってもストーリーがある継時的な絵本
であっても楽しむことができる。このことは
対象とした被験児全員について言えること
であった。ＡＤＨＤ児は読み聞かせの環境に
容易に影響されるものの、全く聞いていない
のではなかった。彼らは局外刺激に転導され
やすいという弱さをもちながらも、絵本の読
み聞かせに積極的に参加しようとしている
ことが明らかになった。 
次に、被験児毎に最も楽しめる絵本は何か

という視点から分析してみた。つまり、一場
面完結型の絵本の方が楽しめる聞き手と、ス
トーリーがある継時的な絵本の方が楽しめ
る聞き手、さらには、両方の絵本を楽しめる
ことができる聞き手、に分けるとすれば次の
ような傾向が認められた。 
まず、発達年齢が２歳８か月の A児は絵本

に楽しめる要素があれば一場面完結型の絵
本でも継時的な絵本に関係なく楽しむこと
ができた。しかし、絵本に楽しめる要素が含
まれていなければ継時的な絵本の内容を理
解することは困難であった。したがって、A
児は概して一場面完結型の絵本の方がより
楽しめる段階にあると考える。 
次に、発達年齢が 5歳４か月と高い B児や

C 児は、一場面完結型の絵本もストーリーが
ある継時的な絵本も絵本の内容を理解して
楽しむ力があった。しかし、「視線」や「発
話」に関する分析から、一場面完結型の絵本
の読み聞かせの時は絵本それ自体を楽しむ
というよりも友達が楽しんでいる姿を見て
楽しむという余裕が認められた。しかし、こ

のような余裕は結果的には注意の転導につ
ながることがしばしば認められた。一方、ス
トーリーがある絵本では物語の流れを理解
することに注意を集中させたために、絵本以
外への転導性は認められなかった。このよう
なことから、B 児や C 児はストーリーがある
継時的な絵本の方をより楽しむ段階にある
と推測された。 
これらの結果は、一場面完結型の方が注意

を集中するとは必ずしも言えなかったが、発
達年齢別の検討では、発達年齢が高くなるに
つれて一場面完結型の絵本から、物語がある
展開型の絵本の方をより楽しむようになる、
と考えられる。 
（２）絵本に用いられるオノマトペの効果 
 絵本におけるオノマトペの働きは、４つあ
ることが明らかになった。それらは、以下の
通りである。 
 まず、第１は、オノマトペは場面の絵（視
覚）に音（聴覚）を対応させるうえで感性的
に最も適合した言葉になっていることであ
る。このような効果は、ＡＤＨＤ児の読み聞
かせの理解を促進するうえで大きかった。 
 第２は、人や物の変容について、運動や時
間をうまく表現するうえでオノマトペが使
われていることであった。 
 第３は、意味的にまとまりがあるエピソー
ドの区切りにオノマトペが用いられている
こと。これは、１つのエピソードが終わり、
区切りがついたことを示す働きがあった。 
 第４は、同じオノマトペの繰り返しが背景
の音楽効果をつくりだし、状況がはらむ雰囲
気などを伝える働きがある。 
（３）絵と文の意味的関連性 
 ＡＤＨＤ児は絵と文の意味的関連性が低
い絵本ほど「視点」の分析で絵本や読み手を
見ている頻度が低下した。また、「動作」の
分析においても多動傾向を示す動作の頻度
が高くなることが認められた。このことから、
絵と文の意味的関連性が低下するほど、ＡＤ
ＨＤ児は絵本や読み手を見る傾向が低下し、
多動傾向が増大することが明らかになった。 
（４）繰り返し読み聞かせることの意味 
研究の結果、繰り返し２回読むことで、２

回目は１回目よりも聞き手の反応がよくな
ることが認められた。それは認知面だけでな
く感情面についても、連続して読み聞かせる
ことで、１回目よりも多くの聞き手で感情の
表出が認められた。また、1 回目では面白い
と思えなかった場面でも２回目は面白いと
とらえている反応が認められた。 
Fig.1 は、絵本『もこ もこもこ』を 2 回

読み聞かせたときの＜絵本の内容に関連し
た意見表出＞（「内容関連発話」とした）と、
＜絵本の内容を理解した行動変化＞（「内容
理解行動」とした）という行動指標に関する
反応生起頻度の推移を示したものであるが、
概して１回目の読み聞かせに比べると、２回
目の方が絵本の内容理解が高まっているこ
とが認められる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig.1 １回目・2回目の内容理解に関連した発話と動作 

 
また、「感情の表出」と「感情の身体化」

についても、場面の推移につれてどのよう
な生起頻度が見られるかを分析したところ、
２回目の反応の方が顕著な感情の表出と身
体化が認められた。 
それでは、このような 1回目から２回目へ

の変化はどのような背景から生じたのだろ
うか。それは、おそらく 1回目の読み聞かせ
によって図式（schema）が形成され、この図
式が２回目の読み聞かせを理解するプラン
として機能したと思われる。このことは予期
という点でも聞き手の認知を方向づける働
きをし、注意という点でも選択的な注意を促
すものとなったと考えられる。 
このことは局外刺激への転導性をもち、注

意の持続に困難をもつＡＤＨＤ児を対象と
した読み聞かせ実践を考えるときに重要で
ある。つまり、局外刺激に容易に転導し、注
意の持続に困難をもつ子どもを対象に絵本
の読み聞かせをする場合は、ひと通り最後ま
で読み聞かせたということで次の絵本の読
み聞かせに移行してよいのかという問題と
も関係している。読み手は聞き手の読み終わ
った時の子どもの反応を敏感にとらえて、場
合によっては繰り返して読むことも選択肢
の１つに入れておく必要があることを示唆
している。 
（５）ＡＤＨＤ児の読み聞かせで留意すべき
事項 
 発達障害児を対象とした絵本の読み聞か
せでは、読み手はいろいろな配慮をしなけれ
ばならないことが明らかになった。 
そのなかで、今回の研究で特に気づいた問

題を１つあげることにする。それは、集団を
対象とした場合に、特に注意しなければなら
ないことであるが、絵の細部への注意を促す
工夫をすべき点である。絵と文の意味的関連
性は重要であることは既に述べたが、絵本の
中には文で述べられている人や動物や物が
小さく描かれていることがある。また、大き
く描かれたり、小さく描かれたりするような
こともある。このような場合、発達年齢が比
較的低い子どもの場合は特にそうであるが、
「細部への注意」ができないことがあり、絵
本の内容理解に支障になる場合がある。 

 このような場合は、読み聞かせの間であっ
ても、読み手は聞き手が見逃しやすい小さな
刺激などを指で指し示す等の配慮が必要で
あることが示唆された。 
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